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●自主財源…市税など市が自ら集めるお金
●依存財源…国、県などから交付されるお金
●市税…市民税や固定資産税、たばこ税など
　　　　皆さんが納めるお金
●国庫支出金…
　福祉援助や道路整備などのために国から交
　付されるお金
●地方交付税…
　所得税、法人税、酒税など国税として徴収
　された中から市の財政状況に応じて交付さ
　れるお金

●企業会計予算

会計名 予算額 対前年度
増減率

水道
事業

収益的収支
収入 28億4,738万円   1.2％
支出 26億 423万円 1.8％

資本的収支
収入 6億2,935万円 △ 38.1％
支出 17億5,943万円 △ 26.2％
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　一般会計

　472億6,000万円
　　■一般会計・特別会計・企業会計を合わせた予算総額は

　　　　　　　　796億8,806万円　対前年度比 ＋25億8,888万円（3.4％増）

市民 1 人当たりにすると
40万4,301円

●一般会計・特別会計予算

会計名 予算額 対前年度
増減率

 一般会計 472億6,000万円  4.4％  

特
別
会
計

 国民健康保険 160億2,123万円 5.1％
 後期高齢者医療 9億7,925万円 9.2％
 介護保険 78億 80万円 1.7％
 下水道事業 30億8,186万円 6.0％
 農業集落排水事業 1億1,906万円 10.1％
 温泉事業 5,883万円 △ 0.5％
 墓地事業 337万円 18.8％

小計 280億6,440万円 4.4％
合計 753億2,440万円 4.4％

一般会計予算の主な使い道
（実施事業）を 8 ～ 9 ペー
ジで紹介します

歳入入歳入歳

歳出 対前年度比 ＋19億9,000万円（4.4％増）

●市債…道路や施設を整備するために、国
　　　　や銀行から借り入れるお金
●県支出金…福祉援助や道路整備などのた
　　　　　　めに県から交付されるお金
●地方消費税交付金…
　消費税（国税）と一緒に徴収された地方消
　費税（県税）のうち、市町村に交付される
　お金
●諸収入…学校給食費など他科目に含まれ
　　　　　ないお金

用語解説

歳入
472億6,000万円
（＋4.4％）

自主財源
237億4,131万円
50.3％（＋0.1％）

依存財源
235億1,869万円
49.7％（＋9.1％）

　市税
　183億2,378万円
38.8％（△0.8％）

　諸収入
　19億5,792万円
　4.2％（△4.0％）

　繰入金
　13億5,294万円
2.9％（＋15.9％）

　使用料および手数料
　8億5,920万円
　1.8％（△1.2％）

　繰越金
　5億円
　1.1％（0.0％）

　分担金および負担金
　4億8,415万円
1.0％（△4.3％）

財産収入
1億5,287万円
0.3％（＋4.9％）

寄附金
1億1,045万円
0.2％（＋431.1％）

　国庫支出金
　70億6,045万円　　
　14.9％（0.0％）

　地方交付税
　55億6,000万円　
　11.8％（＋7.8％）

　市債
　40億7,540万円　
　8.6％（＋14.8％）

　県支出金
　37億 384万円　
　7.8％（＋18.3％）

　地方消費税交付金
　23億円
　4.9％（＋17.9％） 　地方譲与税およびその他交付金

　8億1,900万円
　1.7％(＋16.5％）

歳出（目的別）
472億6,000万円
（＋4.4％）

道路・公園などの整備や管理をする
ための経費【土木費】
64億7,962万円
13.7%（＋22.7％）

小・中学校の整備や運営など、
教育や文化を盛んにする
ための経費【教育費】
62億8,831万円
13.3%（＋11.8％）

市が借りているお金を
返済するための経費【公債費】

49億5,163万円
10.5%（△0.1％）

税務事務や市役所運営、防災などの
ための経費【総務費】
43億3,659万円
9.2%（＋1.6％）

商工業や観光を盛んに
するための経費【商工費】

18億9,280万円
4.0%（△6.0％）

ごみ処理や市民の健康増進を
図るための経費【衛生費】

36億4,787万円
7.7%（△25.3％）

農林業や畜産業を盛んに
するための経費【農林水産業費】

18億8,253万円
4.0%（＋44.5％）

消防や救急などのための経費【消防費】
18億6,098万円
4.0%（△12.9％）

議会費、労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費の合計
4億 847万円
0.8%（＋1.8％）

子どもや高齢者・障害者などの
福祉のための経費【民生費】

155億1,120万円
32.8%（＋7.8％）
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　防災対策推進費………………………… 3,691万円
　総合防災訓練の開催、防災士養成事業、自主防災組織支援など
　地域バス運行事業…………………  2億 430万円
　ゆーバス・予約ワゴンバス運行への補助など
　広域公共交通推進事業………………… 2,378万円
　（新規）学習会の開催、（継続）広域公共交通実態調査など
　市税のペイジー・クレジット収納…… 1,132万円
　定住促進事業・定住PR事業…………　   2,062万円
　新幹線定期券購入費の補助、3世代同居用住宅取得費の補助など

平成28年度に
取り組む

主な事業を紹介

新 継公
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公 新庁舎建設を延期します
東京オリンピックなどの影響により、資材・人件費などの高騰が伝えられていることや合併
特例債の発行可能期間が平成 36 年度まで延長されたことを踏まえ、新庁舎建設を延期します。

■いつ頃に建設するの？
2020 年に開催される東
京オリンピック以降に建
設する方向で検討します。

■これまで検討結果は白紙になるの？
丁寧に市民の意見を聞き、説明をしな
がら検討を進めます。また、改めて議
論を重ね、市民と新しい庁舎を作り上
げていきます。

■今後の方向性は？
これまでに市民からいただいた意見やアン
ケート調査結果は、将来、新庁舎建設に関
する計画を策定していく中で活用します。

問い合わせ　本企画政策課　☎0287（62）7106

継

　認可保育園等建設事業…………… 　　　　　　　　4億9,742万円
　待機児童解消のための認定こども園整備補助
　放課後児童クラブ整備事業……… 　　　　　　　　2億1,943万円
　東原小・稲村小・第 2 三島児童クラブの整備
　高齢者外出支援タクシー料金助成……　　　　　　　　3,661万円

高齢者居場所づくり推進事業…………　　　　　　　　4,212万円
　街中サロン・生きがいサロンの運営補助
　子育て応援券の交付……………………　　　　　　　　6,729万円
　チャイルドシートの購入や一時保育サービスに利用
　児童手当費………………………　　　　　　　　　　　　　　　　　21億0,374万円
　発達支援システムの体制づくり………　　　　　　　　1,871万円
　発達支援カウンセラーや早期支援コーディネーターの報酬など
　障害者福祉サービス費…………　　　　　　　　　　　　　　　　　13億0,225万円
　 障害者の介護や訓練などに必要な給付金など

　放射能対策事業…………………… 　　　　　　　　3億3,707万円
　住宅・事業所の除染、放射線量マップの作成、食品検査など
　成人保健事業……………………… 　　　　　　　　2億 943万円
　がん検診、運動習慣定着の支援など
　母子保健事業……………………… 　　　　　　　　1億4,977万円
　（新規）母子支援のための助産師の配置など
　レッドデータブックの作成………………　　　　　　　780万円
　市内に生息する野生動植物の調査研究成果を製本

　はじめてのふるさとごはん (子育て応援米）…　　　　　　1,109万円
　1 歳 6 カ月健診時に那須塩原産米 20㎏の引換券を支給
　畜産業の競争力強化対策………… 　　　　　　　　2億9,870万円
　牛舎や堆肥舎など畜産施設整備への補助
　そすいの郷新店舗整備への補助…………　　　　　　　700万円
　有害鳥獣対策事業………………………　　　　　　　　2,505万円
　（新規）有害鳥獣対策実施隊への活動費補助

環境保全型農業を行う農家への補助…　　　　　　　　　8,893万円
牛乳等による地域活性化推進事業………　　　　　　　　183万円

　地域イベントでの牛乳の提供やオリジナル乳製品開発など

　プレミアム商品券の発行………………　　　　　　　　5,300万円
　プレミア率10％の商品券の販売
　市観光局への補助………………………　　　　　　　　7,200万円
　首都圏向け観光プロモーションなど
　創業支援事業………………………………　　　　　　　340万円
　商工会運営や空き店舗を使ったチャレンジショップ設置への補助
　塩原温泉多言語観光案内看板の設置……　　　　　　　175万円

　黒磯駅周辺地区都市再生整備計画事業……… 13億5,180万円
　（仮称）まちなか交流センターの建築、（仮称）駅前図書館の設計など
　那須塩原駅周辺地区都市再生整備計画事業………  2,568万円
　（公約）駅前広場整備基本計画の策定、（継続）計画の検討・調査
　防災・安全交付金による道路整備……………   8億7,036万円
　（新規）太夫塚228号線ほか1路線の道路改良、東原第一分水線の舗装
　（継続）黒磯西岩崎線ほか6路線の道路改良、ときわが丘通り線ほか2路線の舗装
　地域再生基盤強化交付金による道路整備……   7億2,446万円
　（新規）上大貫西那須野線ほか3路線の舗装
　（継続）新南・下中野線ほか3路線の道路改良、黒磯唐杉線の舗装
　通学路路側帯のカラー舗装…………………………  1,570万円
　空き家等実態調査、空き家対策計画の策定など……　　　1,930万円
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　那須地区消防組合への負担金……　　　15億3,757万円
　消防団活動への補助……………… 　　　　　　　　1億4,959万円
　消防コミュニティセンターの整備……　　　　　　　　6,087万円
　消防団詰所や車庫の整備、用地の造成など

　小・中学校の施設整備……………　5億7,415万円
　鍋掛小体育館の改築、トイレの洋式化（東原小、埼玉小、黒磯中）など
　小・中学校 ICT 事業………………　　　　　　　　　　　1億5,110万円
　校内LAN整備、電子黒板のリースなど
　小学校のエアコン整備（調査・設計）…　　　　　　　　607万円
　外国語教育の推進…………………　　　　　　　　　　　　　1億6,215万円
　ALT（外国語指導助手）や英語教育推進員の配置
　わんぱく保育事業………………………　　　　　　　　7,843万円
　（新規）第3子以降の保育料の減免など
　共英学校給食共同調理場の改築………　　　　　　　　5,500万円
　くろいそ運動場本球場の改修（平成29年度まで継続）…　4億円

【総務費】

【民生費】　【衛生費】

【農林水産業費】

【商工費】

【土木費】

【消防費】

【教育費】
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地域活性化のために、
本年度もプレミアム商
品券を販売します

絶滅のおそれのある野
生動植物をレッドデー
タブックにまとめ、その
保護に努めます

子どもや高齢者など家族全員が安心し
て暮らしていけるように、さまざまな
事業でサポートします

畜産施設の整備費を補助し、強い農業づ
くりを進めます

定住促進に向けて、市民と一緒に本市
の魅力を発信します

昨 年 10 月、2 つ の 消 防
組合が統合し「那須地区
消防組合」がスタート。
本部は、大田原市中田原
にあります

公

小・中学校のハード・ソフト両面を充
実させ、子どもたちが学びやすい環境
づくりを進めます

黒磯駅東口の整備が一
部完了。今後は並行し
て、西口の整備を進め
ます

トモンハナバチ
継

継

継

継

継
継
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市の予算を

家計簿 に例えると？

那須塩原家の1年間

○給与収入 360万円
市税 （183億2,378万円）

○パート収入 80万円
使用料、手数料、学校給食費
などの収入

（40億6,459万円）

○親などからの
　援助金 381万円 

国や県からの補助金や国税の
地方への配分金など

（194億4,329万円）

○貯金の取り崩し 27万円
基金からの取り崩し （13億5,294万円）

○銀行からの借入金 80万円
国や銀行から借り入れるお金 （40億7,540万円）

収入合計 928万円
（472億6,000万円） 

○衣食住の生活費、
　車の購入費、
　家の増改築費など

467万円

・職員や市議会議員の人件費
・子どもの医療費助成や生活
　保護など援助のための経費
・道路や学校などの整備のた
　めの経費　　　　　　など

（237億7,149万円）

○兄弟などへの援助、
　子どもの教育費など 364万円

・各種団体への補助金
・特別会計への支出金
・消耗品費、 光熱水費、
　賃借料、委託料　　　など

（185億3,688万円）

○ローン返済 97万円
市が借りているお金の返済 （49億5,163万円）

支出合計 928万円
（472億6,000万円） 

平成 28 年度の市の一般会計予算を、月
給 30 万円のサラリーマン世帯に例える
と次のように表せます。

○車の購入・家の増改築費（道路や公園、学校整備などの建設事業費）やそ
　の他生活資金（扶助費）などは、給与収入（市税）だけでなく、親などからの
　援助金（国・県からの補助金など）や銀行からの借入金（市債）で賄ってい
　るのよ。

○銀行へのローンの返済（公債費）を行う一方で、銀行からの借入金を返済額以
　内に抑えたわ。子どもたちのために家の借入金（市債残高）をちょっとずつ減
　らしていくわよ。

収入 支出

▼

なぜ銀行などからお金を
借りるの？

ポイント
長い期間利用する道路や公共施設は、今いる私たち現役世代だけで
はなく、子どもや孫の将来世代まで使うものです。このため、建設
に必要なお金の一部を銀行などから借り入れて工事などを行います。
その後、長い期間をかけてお金を返済していくことで、経費負担の
世代間の公平を図っています。


